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（60）Sonorant Destressing（= HV, p.   257,（67））［= SoDe］
　　　　*  → .  /        *              * line 1
　　　　                 #*      *       *# line 0
　　　where # represents a word boundary
　　　Condition: 　　　　 dominates a rime ending with a sonorant
　この共鳴音無強勢化について注意すべき事は、この規則は三音節から成る語に適用されるという
ことである。したがって、それ以上の音節からなる語については修正が必要となる。そこでSoDe
を次のように修正したい。
（61）Sonorant Destressing（modiﬁed）
　　　　*  → .  /        *              *  
               （#）  *      *      *（#）
　　　where # represents a word boundary
　　　Condition: 　　　　 dominates a rime ending with a sonorant
　このようにすると、四音節以上の語にも適用できる。（61）の適用例については
（その３）注９参照。
　次に同じ（aiii）のchàriotéerであるが、派生は次のようになる。
（62）chàriotéer
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　　　Line 0 Project:L 　x 　x 　x （x Avoid（x # OR
  　L 　L 　L 　H
 Edge:LLL （x 　x 　x （x
  　L 　L 　L 　H
 ICC:L cannot apply   （x（ Avoided
 Head:L 　x   　x
  （x 　x 　x （x
  　L 　L 　L 　H
　　　Line 1 Edge:RRR 　x   　x）
  （x 　x 　x （x
  　L 　L 　L 　H
 Head:R    　x
  　x   　x）
  （x 　x 　x （x
  　L 　L 　L 　H
　この派生では、語末の音節が重音節であるが、アクセントが付与されるので、回避制約（Avoid（x 
#）は無視されて（overridden）Project:Lが適用される。次に語頭の音節にもアクセントを付与す
るために、Edge:LLLが適用される。次にICC:Lは回避制約（Avoid（x（ ）のため適用できない。次に、
このようにして生じた２個の構成素の主要部を示すために、Head:Lが適用される。ライン１では、
ライン０で生じた２個の主要部のうち、どちらが主強勢であるかを示すためにEdge:RRRとHead:R
が適用されて正しいアクセントが生成される。
　次は、（bi）のdésignàteを扱うが、派生は（63）のようになる。
（63）désignàte
　　　Line 0 Project:L 　x （x （x  Avoid（x # OR
  　L 　H 　H  Avoid（x（  OR
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 Edge:LLL （x （x （x  Avoid（x（  OR
  　L 　H 　H
 ICC:L 　irrelevant
 Head:L 　x 　x 　x
  （x （x （x
  　L 　H 　H
　　　Line 1 Edge:LLL （x 　x 　x
  （x （x （x
  　L 　H 　H
 Head:L 　x
  （x 　x 　x
  （x （x （x
  　L 　H 　H
 SD 　x
  （x  　x
  （x 　x （x
  　L 　H 　H 
　この派生では、語頭から二番目の音節と語末の音節が重音節であるのでProject:Lが適用される。
その際、二つの回避制約（Avoid（x #、Avoid （x（ ）は無視される（overridden）。次に語頭の音
節にもアクセントを付与するために、Edge:LLLが適用される。その際、回避制約（Avoid（x（ ）
は再び無視される（overridden）。ICC:Lはirrelevantである。次に、このようにして生じた３個の
構成素の主要部を示すために、Head:Lが適用される。ライン1では、ライン０で生じた３個の主要
部のうち、どれが主強勢であるかを示すためにEdge:LLLとHead:Lが適用される。最後にSDが適用
されて正しいアクセントが生成される。
　次は（bi）のexácerbàteであるが、派生は（64）のようになる。 
（64）exácerbàte
英語の強勢について（その４）
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　　　Line 0 Project:L （x 　x 　x （x Avoid（x # OR
  　H 　L 　L 　H
 Edge:LLL vacuous
 ICC:L （x （x 　x （x Avoid（x（ OR
  　H 　L 　L 　H
 Head:L 　x 　x  　x
  （x （x 　x （x
  　H 　L 　L 　H
　　　Line 1 Edge:LRL 　x （x  　x
  （x （x 　x （x
  　H 　L 　L 　H
 Head:L  　x
  　x （x  　x
  （x （x 　x （x
  　H 　L 　L 　H
 SD  　x
   （x  　x
  　x （x 　x （x
  　H 　L 　L 　H
　この派生では、語頭の音節と語末の音節が重音節であるのでProject:Lが適用される。その際、
回避制約（Avoid（x #）は無視される（overridden）。次にEdge:LLLが空虚に適用される。次に
ICC:Lが適用されるが、回避制約（Avoid（x（ ）は無視される（overridden）。次に、このように
して生じた３個の構成素の主要部を示すために、Head:Lが適用される。ライン１では、ライン０
で生じた３個の主要部のうち、どれが主強勢であるかを示すためにEdge:LRLとHead:Lが適用され
る。最後にSDが適用されて正しいアクセントが生成される。
　次は（bi）のíllustràteに向かうが、派生は（65）のようになる。
（65）íllustràte
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　　　Line 0 Project:L 　x 　x （x  Avoid（x # OR
  　L 　L 　H
 Edge:LLL （x 　x （x
  　L 　L 　H
 ICC:L irrelevant
 Head:L 　x  　x
  （x 　x （x
  　L 　L 　H
　　　Line 1 Edge:LLL （x  　x
  （x 　x （x
  　L 　L 　H
 Head:L 　x
  （x  　x
  （x 　x （x
  　L 　L 　H
　この派生では、語末の音節が重音節であり、アクセントが付与されるのProject:Lが適用される。
その際、回避制約（Avoid（x #）は無視される（overridden）。次に語頭の音節にアクセントを
付与するためにEdge:LLLが適用される。ICC:Lの適用はirrelevantである。このようにして生じた
２個の構成素の主要部を示すために、Head:Lが適用される。ライン１では、ライン０で生じた２
個の主要部のうち、どちらが主強勢であるかを示すためにEdge:LLLとHead:Lが適用され、正しい
アクセントが生成される。ここで注意すべき事は、íllustràteはmìllionáireと同じLLH型であるが、
line 1でのパラメータ指定が、前者では語頭に主強勢があるのでEdgeがLLL、HeadがLであるのに
対して、後者では語末に主強勢があるので、各々、RRRとRであるということである。
　次は、（bi）のdémonstràteであるが、派生は（66）のようになる。
（66）démonstràte
　　　Line 0 Project:L 　x （x （x  Avoid（x # OR
  　L 　H 　H  Avoid（x（   OR
英語の強勢について（その４）
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 Edge:LLL （x （x （x  Avoid（x（   OR
  　L 　H 　H
 ICC:L irrelevant
 Head:L 　x 　x 　x
  （x （x （x
  　L 　H 　H
　　　Line 1 Edge:LLL （x 　x 　x
  （x （x （x
  　L 　H 　H
 Head:L 　x
  （x 　x 　x
  （x （x （x
  　L 　H 　H
 SoDe 　x
  （x  　x）
  （x 　x （x
  　L 　H 　H
　この派生では、語頭から二番目の音節と語末の音節が重音節であるのでProject:Lが適用される。
その際、二つの回避制約（Avoid（x #、Avoid（x（ ）は無視される（overridden）。次に語頭の
音節にもアクセントを付与するために、Edge:LLLが適用される。その際、回避制約（Avoid（x（ ）
は再び無視される（overridden）。ICC:Lはirrelevantである。次に、このようにして生じた３個の
構成素の主要部を示すために、Head:Lが適用される。ライン１では、ライン０で生じた３個の主
要部のうち、どれが主強勢であるかを示すためにEdge:LLLとHead:Lが適用される。最後にSoDe
が適用されて正しいアクセントが生成される。ここで注意すべき事は、démonstràteはvòluntéer、
désignàteと同じLHH型であるが、line 1でのパラメータ指定とline 1での強勢の削除規則が異なる
ので、以下でまとめると次のようになる。
（67）　　　line 1でのパラメータ指定　　　　　強勢の削除規則
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　　　démonstràte Edge:LLL, Head:L SoDe
　　　vòluntéer Edge:RRR, Head:R SoDe
　　　désignàte Edge:LLL, Head:L SD
　語頭に主強勢がある、démonstràteとdésignàteはEdgeがLLL、HeadがLとなり、語末に主強
勢があるvòluntéerはEdgeがRRR、HeadがRであるし、語頭から二番目の音節が共鳴音で終わる
démonstràteとvòluntéer は強勢の削除は、SoDeにより行われるのに対して、共鳴音で終わらない
désignàteはSDにより行われる。
　次は（bi）のálternàteを扱うが、派生は（68）のようになる。
（68）álternàte
　　　Line 0 Project:L （x 　x （x Avoid（x # OR
  　H 　L 　H
 Edge:LLL vacuous
 ICC:L irrelevant
 Head:L 　x  　x
  （x 　x （x
  　H 　L 　H
　　　Line 1 Edge:LLL （x  　x
  （x 　x （x
  　H 　L 　H
 Head:L 　x
  （x  　x
  （x 　x （x
  　H 　L 　H
　この派生では、語頭と語末の音節が重音節であるので、Project:Lが適用されるが、語末にアク
セントがあるので、回避制約（Avoid（x #）は無視される（overridden）。Edge:LLLは空虚に適
用される。ICC:Lの適用はirrelevantである。次に、このようにして生じた３個の構成素の主要部を
英語の強勢について（その４）
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示すために、Head:Lが適用される。ライン１では、ライン０で生じた３個の主要部のうち、どれ
が主強勢であるかを示すためにEdge:LLLとHead:Lが適用される。  
　次は（bii）のcávalcàde、ásymptòteおよびánecdòteであるが、これらはすべてLHH型であり、語
頭の音節に第一アクセントがあり、語末に第二アクセントがあるので、démonstràteの派生（63）
と全く同じになる。ただし、ánecdòteのみ語頭からの第二音節が共鳴音で終わらないのでSoDeで
なくSDが適用される。
　次は（bii）のhypótenùse であるが、同じHLLH型のexácerbàteの派生（64）と全く同じになる。
　また（bii）のfòrmáldehy`deの派生は（69）のようになる。 
（69）fòrmáldehy`de
　　　Line 0 Project:L （x （x 　x （x Avoid（x # OR
  　H 　H 　L 　H Avoid（x（   OR
 Edge:LLL vacuous
 ICC:L irrelevant
 Head:L 　x 　x  　x
  （x （x 　x （x
  　H 　H 　L 　H
　　　Line 1 Edge:LRL 　x （x  　x
  （x （x 　x （x
  　H 　H 　L 　H
 Head:L  　x
  　x （x  　x
  （x （x 　x （x
  　H 　H 　L H
　この派生では、語末から二番目の音節を除いてすべて重音節であるのでProject:Lが適用される
が、その際、二つの回避制約（Avoid（x #、Avoid（x（ ）は無視される（overridden）。Edge:
LLLは空虚に適用される。ICC:Lはirrelevantである。このようにして生じた３個の構成素の主要部
を示すためにHead:Lが適用される。line 1ではline 0で生成された３個の主要部のうち、どれが主強
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勢であるかを示すために、Edge:LRLとHead:Lが適用されて正しいアクセントが生成される。
　次は、（bii）のacétylèneを扱うが、派生は（70）のようになる。
（70）acétylène
　　　Line 0 Project:L 　x 　x 　x （x Avoid（x #  OR
  　L 　L 　L 　H
 Edge:LRL 　x （x 　x （x
  　L 　L 　L 　H
 ICC:L irrelevant
 Head:L  　x  　x
  　x （x 　x （x
  　L 　L 　L 　H
　　　Line 1 Edge:LLL  （x  　x
  　x （x 　x （x
  　L 　L 　L 　H
 Head:L  　x
   （x  　x
  　x （x 　x （x
  　L 　L 　L 　H
　この派生では、語末の音節が重音節であるが、アクセントが付与されるので、回避制約（Avoid（x 
#）は無視されて（overridden）Project:Lが適用される。次に語頭から二番目の音節にアクセント
が付与されるため、Edge:LRLが適用される。ICC:Lの適用はirrelevantである。このようにして生
じた2個の構成素の主要部を示すために、Head:Lが適用される。ライン１では、ライン０で生じた
２個の主要部のうち、どちらが主強勢であるかを示すためにEdge:LLLとHead:Lが適用されて正し
いアクセントが生成される。
　次は（bii）のtélephòneであるが、派生は同じLLH型で第一アクセントが語頭の音節にある
íllustràteの派生（65）と全く同じになる。
　また（bii）のkaléidoscòpeの派生は（71）のようになる。
英語の強勢について（その４）
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（71）kaléidoscòpe
　　　Line 0 Project:L 　x （x 　x （x Avoid（x # OR
  　L 　H 　L 　H
 Edge:LLL does not apply
 ICC:L irrelevant
 Head:L  　x  　x
  　x （x 　x （x
  　L 　H 　L 　H
　　　Line 1 Edge:LLL  （x  　x
  　x （x 　x （x
  　L 　H 　L 　H
 Head:L  　x
   （x  　x
  　x （x 　x （x
  　L 　H 　L 　H
　この派生では、語頭から二番目の音節と語末の音節が重音節であるのでProject:Lが適用され
る。その際、回避制約（Avoid（x #）は無視される（overridden）。語末の音節にはアクセント
が付与されるからである。次に語頭の音節はアクセントを付与されないのでEdge:LLLは適用され
ない。ICC:Lはirrelevantである。次に、このようにして生じた２個の構成素の主要部を示すため
に、Head:Lが適用される。ライン１では、ライン０で生じた２個の主要部のうち、どちらが主強
勢であるかを示すためにEdge:LLLとHead:Lが適用されて正しいアクセントが生成される。この
kaléidoscòpeは（aiii）のelèctionéerと同じLHLH型であるが、前者は語頭から二番目の音節に第一
音節があるので、line 1ではEdgeがLLLであるのに対して、後者は語末の音節に第一音節があるの
で、line 1ではEdgeがRRRとなっている。（その３）（58）の派生参照。
　次は（bii）のáquaplàneを扱うが、派生は（72）のようになる。 
（72）áquaplàne
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　　　Line 0 Project:L （x 　x （x  Avoid（x #  OR
  　H 　L 　H
 Edge:LLL vacuous
 ICC:L irrelevant
 Head:L 　x  　x
  （x 　x （x
  　H 　L 　H
　　　Line 1 Edge:LLL （x  　x
  （x 　x （x
  　H 　L 　H
 Head:L 　x
  （x  　x
  （x 　x （x
  　H 　L 　H
　この派生では、語末の音節が重音節であり、アクセントがあるので回避制約（Avoid（x #）が
無視されて（overridden）Project:Lが適用される。次に語頭の音節にはすでにProject:Lにより左
境界が付与されているために、Edge:LLLは空虚に適用される。ICC:Lはirrelevantである。次に、
このようにして生じた２個の構成素の主要部を示すために、Head:Lが適用される。ライン１では、
ライン０で生じた２個の主要部のうち、どちらが主強勢であるかを示すためにEdge:LLLとHead:L
が適用されて正しいアクセントが生成される。この派生は、同じHLH型のquèstionnáire（55）と
一点を除き全く同じである。それは語頭の音節に第一音節があるのでline 1でのパラメータ指定が
（Edge:LLL、Head:L）となることである。  
　次は（biii）のrécognìze、sátisfy`であるが、同じLHH型で語頭に第一アクセントのある
　désignàteやdémonstràteの派生と全く同じになり、line 1ではEdge:LLL、Head:Lが適用される。
しかしながら、同じLHH型でも語末にアクセントのあるvòluntéerの派生ではline 1ではEdge:RRR、
Head:Rが適用される。（71）の派生参照。
　次にLLH型のjéopardìzeであるが、同じLLH型のíllustràteの派生と全く同じになり、line 1で
はEdge:LLL、Head:Lが適用される。しかしながら、同じLLH型でも語末にアクセントのある
mìllionáireの派生ではline 1ではEdge:RRR、Head:Rが適用される。（71）の派生参照。
英語の強勢について（その４）
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　次にHHH型のdíphthongìzeであるが、álternàteの派生と全く同じになる。しかし、同じHHH型
のèmplòyéeでは、語中の音節は共鳴音で終わっていないのでSoDeは適用されない。
　次に（biv）のadúmbràte、inúndàte、elóngàte、erúctàteであるが、これらはすべてLHH型であり、
語頭から二番目の音節に第一アクセントがある。派生は（73）のようになる。
（73）adúmbràte、inúndàte、elóngàte、erúctàte
　　　Line 0 Project:L 　x （x （x  Avoid（x # OR
  　L 　H 　H  Avoid（x（   OR
 Edge:LLL does not apply
 Head:L  　x 　x
  　x （x （x
  　L 　H 　H
　　　Line 1 Edge:LLL  （x 　x
  　x （x （x
  　L 　H 　H
 Head:L  　x
   （x 
  　x （x （x
  　L 　H 　H
 SoDe or SD does not apply
　この派生では語頭から二番目の音節と語末の音節にアクセントがあるので、Project:Lが適用さ
れる。その際、二つの回避制約（Avoid（x #、Avoid（x（ ）が無視される（overridden）。Edge:
LLLは、語頭の音節にアクセントがないので適用されない。このようにして生じた２個の構成素の
主要部を示すために、Head:Lが適用される。line 1ではline 0で生じた２個の主要部のうち、どちら
が主強勢であるかを示すためにEdge:LLLとHead:Lが適用される。共鳴音無強勢化は、共鳴音で終
わる語頭から二番目の音節にはアクセントがあるため、適用されないし、erúctàteの語頭から二番
目の音節は強勢削除の形に当てはまらないので、強勢削除は適用されない。
　次は（iv）のincúlcàteを扱うが、派生は（74）のようになる。     
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（74）incúlcàte
　　　Line 0 Project:L （x （x （x Avoid（x # OR
  　H 　H 　H Avoid（x（   OR（twice）
 Edge:LLL vacuous
 Head:L 　x 　x 　x
  （x （x （x
  　H 　H 　H
　　　Line 1 Edge:LRL 　x （x 　x
  （x （x （x
  　H 　H 　H
 Head:L  　x
  　x （x x
  （x （x （x
  　H 　H 　H
　この派生ではすべての音節が重音節であるので、Project:Lが適用される。その際、二つの回避
制約（Avoid（x #、Avoid（x（ ）が無視される（overridden）。なお、後者の回避制約は二度無視
される。Edge:LLLは空虚に適用される。このようにして生じた３個の構成素の主要部を示すため
に、Head:Lが適用される。line 1ではline 0で生じた３個の主要部のうち、どれが主強勢であるかを
示すためにEdge:LRLとHead:Lが適用される。最後に共鳴音無勢化を適用したいのであるが、（60）
からわかるように、この規則は三音節語の場合、真中の音節に適用される。従って、共鳴音無勢化
の修正が再度必要となる。本稿では、次のように修正することを提案する。その前に、（60）を（75）
として再度提示する。
（75）［=（60）］Sonorant Destressing（= HV, p. 257,（67））［= SoDe］
　　　　*  → .  /        *              * line 1
　　　　                 #*      *       *# line 0
　　　where # represents a word boundary
　　　Condition: 　　　　 dominates a rime ending with a sonorant（その５へ）
英語の強勢について（その４）

